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 本研究の目的は，2006 年バレーボール女子世界選手権に出場したロシア，ブラジル，

中国の試合をビデオ撮影し，橋原他（2005）が開発したスカウティングプログラムに

より世界トップレベルの女子チームが使用している戦術プレーを究明することであっ

た。サーブレシーブとアタックレシーブは女子 3 チームとも類似した守備の仕方をして

いた。しかしコンビネーション攻撃は各チームが独自のやり方で攻撃していた。すなわ

ちロシアは 2 人のエーススパイカーによるオープン攻撃，ブラジルは男子の 4 人攻撃に

類似したコンビネーション攻撃，中国はブロード攻撃とクイックスパイクを同時に使用

するようなコンビネーション攻撃を多用していた。 
 
キーワード：バレーボール，戦術，スカウティング 
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緒 言 

 

 バレーボールにおける戦術の捉え方は，国際バレーボール連盟のコーチングマニュ

アル 1)によれば，自チームの選手の能力を最大限に生かすために特定のシステムを適

用することであると述べられている。吉田 9)は，バレーボールのコートがネットで区

切られて味方チームのプレーが相手チームにいっさい邪魔されないという特性に着目

して，自チームのプレーイングシステムやボールコントロールが十分訓練されている

ことが何よりも大切である。個人的に優れた技能を持ったメンバーを揃えたチームで

も，戦術が整っていなければ，格下のチームに敗れる可能性がある。自チームの選手

の能力を最大限に発揮できるシステムを訓練することが，相手チーム対応よりも重要

であると述べ，戦術訓練の重要性を指摘している。 

 戦術に関する研究は，ゲームプレー全般にわたって分析された研究は少なく，また

女子を対象にした研究例は極めて少ない。福田ほか 2)は，来日したソ連，アメリカ，

ペルー，東ドイツ､韓国の女子チームを対象にして，サーブ，サーブレシーブ，サーブ

レシーブからの攻撃パターン，ブロックの調査項目について試合会場で調査用紙によ

りチームの戦力を分析した。福原ほか 3)は，ソウルオリンピックで優勝したソ連女子

チームを対象にして，オリンピック直前の国際試合とソウルオリンピックの試合を比

較しながらサーブレシーブからの攻撃パターンを分析した。また橋原ほか 4)は，1996

年中国上海市で開催されたワールドグランプリ決勝リーグ戦におけるキューバ，ロシ

ア，ブラジル，中国の試合を 16mm 高速度カメラと VTR を併用して撮影し，サーブ
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レシーブからの攻撃を映像解析することにより，世界トップレベルの女子チームが使

用しているコンビネーション攻撃の特徴を明らかにした。その後，国際レベルの女子

チームの戦術に関して報告された研究は，知り得る限りでは見当たらない。 

 最近，橋原ほか 5)により開発されたスカウティングプログラムは，戦術プレーを分

析するために各戦術プレー固有の運動形態を考慮してデータ入力および表示ができる

画面を作成している。スコアラーが実際の競技プレーあるいはビデオ再生の映像を見

ながら，主としてマウスをクリックすることにより，戦術データを入力してグラフィ

ック表示するものである。このスカウティングプログラムでは，サーブレシーブ戦術，

コンビネーション攻撃戦術，アタックレシーブ戦術が分析できるから，ほぼゲームプ

レー全般にわたって相手チームの戦術を明らかにすることができる。 

そこで本研究の目的は，第 15 回バレーボール女子世界選手権におけるロシア，ブラ

ジル，中国の試合をビデオ撮影し，橋原ほかが開発したスカウティングプログラム 5）

を使用して戦術分析をして，世界トップレベルの女子チームが使用している戦術プレ

ーを明らかにすることである。 

 

研究方法 

 

1．撮影 

2006 年 11 月 9 から 12 日大阪市中央体育館において開催された第 15 回バレーボー

ル女子世界選手権第 2 次ラウンドにおけるロシア，ブラジル，中国の試合をエンドラ
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イン後方よりビデオ撮影した。分析対象の試合結果は次の通りである。 

    27-29        24-26    

ブラジル 3   25-14  1 ロシア     20-25    

    27-25     ブラジル 3  25-21  2 中国 

    25-22        25-16    

           19-17    

 

2．チームおよび選手の特徴 

 2006 年女子世界選手権直前の FIVB ランキングは 1 位が中国，2 位はブラジル，3

位はロシアであった。なお本大会の優勝チームはロシア，準優勝はブラジル，中国は

5 位であった。身長は 3 チームとも極めて大きい。先発メンバーの平均値で見ると，

最も平均身長が高いのはロシアの 1.94ｍ，次いで中国が 1.87ｍ，ブラジルは 1.84ｍで

あった。各チームが選手登録をする際に大会審判部へ提出した体力データについて見

ると，最高到達点の平均値が最も高いのは中国の 3.16ｍ，次いでロシアが 3.14ｍ，ブ

ラジルは 3.09ｍであった。 

 

3．データの解析 

 録画テープを再生しながら，橋原ほかのスカウティングプログラム 5)を使用し，各

チームのサーブレシーブ，コンビネーション攻撃，アタックレシーブについて戦術デ

ータをノートパソコンに収集した。 
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1）サーブレシーブの分析項目と求め方 

 サーブレシーブをする前に 6 人の選手が敷いていたレシーブ隊形，そして実際にレ

シーブをした位置をマウスにより座標検出してローテーション別に求める。サーブレ

シーブ技能は①クイック攻撃ができるサーブレシーブ，②二段攻撃あるいはパスで相

手コートに返球したサーブレシーブ，③サービスエースを取られたサーブレシーブの

3 段階評価をして回数と返球率を選手別およびローテーション別に求める。 

2）コンビネーション攻撃の分析項目と求め方 

 サーブレシーブからの 1 回目の攻撃に絞ってコンビネーション攻撃の分析をする。

トスの高さを①クイック攻撃のトス，②時間差攻撃のトスあるいは平行トス，③二段

攻撃のトスの 3 段階評価する。アタックされたボールの打撃位置と着床位置をマウス

により座標検出して打球方向を求める。これらの攻撃データをローテーション別に重

ね合わせることによりコンビネーション攻撃パターンを求める。アタック技能は①ア

タックポイント，②レシーブされてラリーになった，③ブロックされてアタッカー側

のコートにボールが落下した，④アタックミスの 4 段階評価をして回数を選手別およ

びローテーション別に求める。 

3）アタックレシーブの分析項目と求め方 

 サーブレシーブからの 1 回目のコンビネーション攻撃に絞ってアタックレシーブの

分析をする。1 人のアタッカーにつき 3 種類の攻撃まで，各攻撃別にアタックレシー

ブ隊形およびレシーブ位置をマウスにより座標検出して求める。アタックレシーブ技

能は①コンビ攻撃ができるレシーブ，②二段攻撃あるいはチャンスボールで返球する
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レシーブ，③アタックポイントを取られたの 3 段階評価して回数を選手別に求める。 

 

結 果 

 

1．RUS チームの戦術データ 

 図 1-1 は RUS ローテ 1 のサーブレシーブに関するデータを Large コート表示で示

したものである。全ローテーションを通じて，リベロの 9 番，レフトの 6 番，ライト

の 7 番の 3 人が横一列に並んだレシーブ隊形でサーブレシーブをしていた。3 チーム

の中でサーブレシーブ技能が最も低かった。特に，ライトの 7 番の返球率が悪く，ゲ

ームの途中で 17 番と選手交代をした。しかし 17 番のサーブレシーブもあまり巧くな

く，再度 7 番と交代した。 

 図 1-2 は RUS ローテ 1 のコンビネーション攻撃に関するデータを Large コート表

示で示したものである。RUS チームの攻撃は，身長が 2.02ｍの 11 番と 1.92ｍの 6 番

のオープン攻撃が主体。2 人とも後衛の時は CB ポジションに居て，バックアタック

を打つ。サーブレシーブが悪くても，二段攻撃の高いトスをこのエースアタッカーに

上げて，強打の攻撃を仕掛けていた。センタープレーヤーの 1 番と 16 番が速攻を打つ

時は，ブロード C あるいは D を使うことが多い（図 2-3 の 16 番の攻撃を参照）。 

 図1-3はBRA1番の速攻に対するRUSのアタックレシーブに関するデータをLarge

コート表示で示したものである。BRA の 1 番はコート中央から A クイック，レフト

から B クイック，ライトからブロード D を打つ。どの速攻の時にもブロッカーは 2 枚
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付こうとするが，遅れて 1 枚ブロックの時もある。後衛の選手は，どの速攻の時でも，

扇形の３人制隊形を敷いてレシーブしている。 

 図 1-4 は BRA13 番（エースアタッカー）の攻撃に対する RUS のアタックレシーブ

に関するデータを Large コート表示で示したものである。BRA13 番がコート中央か

らパイプ攻撃をする時にはクイックとの時間差がほとんどないので，RUS はクイック

の時に敷いていた扇形のレシーブ隊形を大きく変更することができず、変えてもサイ

ドレシーバーが後方へ 1 歩下がる程度である。BRA13 番がレフトから平行トスを打つ

時には，センターブロッカーが遅れることが多く，そのため CB と LB と LF がクロス

方向の打球に備えて 3 人で扇形の隊形を敷く。ストレート攻撃に対しては，RF のブ

ロックと RB のレシーブで守る。RB はフェイントを打たれるエリアを空けて後方に下

がってレシーブ位置をとっていることが多い。BRA13 番がライトから平行トスを打つ

時には，レフト平行の時と同様にクロス方向の打球に備えてレシーブする。ライト平

行はレフト平行よりもトスの距離が短く，攻撃のタイミングが早いから，RF の移動が

遅れてネット際に居ることがある。その場合には CB と RB と RF の扇形のレシーブ

隊形の 3 人の間隔が広くなる。 

 

2．BRA チームの戦術データ 

 図 2-1 は BRA ローテ 2 のサーブレシーブに関するデータを Large コート表示で示

したものである。ゲームの途中で，前衛のアタッカーが 3 枚いるローテーションが継

続するように，ライトの 13 番と控えセッターの 2 番そしてセッターの 7 番と控えラ
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イトの 17 番の 2 枚替えをする。選手を 2 枚替えする時には，ローテーション 1 と 4

のサーブレシーブ隊形を，後衛のセッターがセットアップし易いようにまたアタッカ

ーがコンビネーション攻撃を行い易いように変更している。但し，リベロの 14 番と両

レフトの 10 番と 12 番が横一列に並んだレシーブ隊形でサーブレシーブするやり方に

変更はない。2 枚替えの時は，横一列になっている 14 番と 10 番と 12 番の相互の位置

をその時に応じて交代するだけである。 

 図 2-2 は BRA ローテ 6 のコンビネーション攻撃に関するデータを Large コート表

示で示したものである。クイック，パイプ攻撃，コート両サイドからの平行からなる

4 人のアタッカーによるコンビネーション攻撃が全ローテーションを通じて使用でき

るように選手を配置している。しかし CB ポジションにいる両レフトの 10 番と 12 番

のパイプ攻撃の使用頻度が少なく，助走はしていてもサーブレシーブからの 1 回目の

攻撃場面において実際に打撃したのは，ローテ４で，10 番が 1 度行っただけである。 

 図 2-3 は RUS16 番の速攻に対する BRA のアタックレシーブに関するデータを

Large コート表示で示したものである。RUS のセンタープレーヤーの 16 番が速攻を

打つ時は，レフトから B クイック，コート中央からブロード C，ライトからブロード

D を打つ。どの速攻の時にも BRA のブロッカーは 2 枚付こうとするが，遅れて 1 枚

ブロックの時もある。後衛の選手は，どの速攻の時でも，扇形の３人制レシーブ隊形

を敷いている。 

 図 2-4 は RUS11 番（エースアタッカー）の攻撃に対する BRA のアタックレシーブ

に関するデータを Large コート表示で示したものである。RUS の 11 番のアタックは
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どれもトスが高いから，BRA は余裕を持って移動して守備隊形を敷くことができる。

CB からの中央攻撃に対しては，BRA は CF と LF が 2 枚ブロックにつき，後衛は RB

と LB がクイックに対するレシーブの時よりも後方へ 1 歩下がった位置で扇形のレシ

ーブ隊形を敷いている。レフトオープン攻撃に対しては，センターブロッカーは遅れ

ることなく RF と一緒に 2 枚ブロックに跳び，LF も移動が遅れることなく CB と LB

と一緒にクロス方向の打球に備えてレシーブ隊形を敷く。RB はフェイントが打たれ

た時には手が届くように，しかし強打のストレートにも対処できるように中間守備を

敷いていることが多い。 

 

3．CHN チームの戦術データ 

 図 3-1 は CHN ローテ 6 のサーブレシーブに関するデータを Large コート表示で示

したものである。リベロの 16 番とレフトの 3 番とライトの 7 番が中心になってレシ

ーブする。しかしローテ 6 のように 2 人制に類似した隊形を敷いてサーブレシーブす

る時がある。ライトの 7 番はブロード攻撃を得意としているので，おそらく 7 番を攻

撃に専念させるためにリベロの16番とレフトの3番が守備範囲を広げて構えたからで

あると考えられる。また CHN のリベロ交代は変則的である。センター対角で交代す

るだけでなく，例えばローテ 2 ではエースアタッカーの 1 番とリベロが交代して，セ

ンターの 4 番がサーブレシーブ要員として残る時がある。サーブレシーブの中心選手

であるライトの 7 番とレフトの 3 番が両者とも前衛であるから，攻撃への負担を考慮

したためであるのかもしれない。 
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 図 3-2 は CHN ローテ 1 のコンビネーション攻撃に関するデータを Large コート表

示で示したものである。ライトの 7 番は，センターの 4 番がクイックを打つと同時に，

ブロード攻撃をする。あるいはセンターの 4 番がブロード C をすると同時に，ライト

の 7 番はブロード D をする，いわゆるダブルクイックの攻撃を使うことが多い。なお

ライトの 7 番はバックアタックを打たない。CHN でバックアタックを打つのは両レフ

トの 1 番と 3 番である。 

 図3-3はBRA9番の速攻に対するCHNのアタックレシーブに関するデータをLarge

コート表示で示したものである。BRAのセンタープレーヤーの9番が速攻を打つ時は，

コート中央から A クイック，レフトから B クイックを打つ。CHN のブロッカーは 3

人がコート中央に集まって構えることをせず，どちらかというと 3 人が離れて構えて

いるので，クイックに対するブロックは 1 枚で跳ぶケースが多い。後衛の選手は，ど

の速攻の時でも，扇形のレシーブ隊形を敷いている。 

 図 3-4 は BRA12 番の攻撃に対する CHN のアタックレシーブに関するデータを

Large コート表示で示したものである。レフト平行トスの攻撃に対してはクロス方向

の打球に備えたレシーブ隊形で守っている。ストレート側のサイドレシーバーはアタ

ックライン付近に位置していることが多い。 

 

考 察 

 

1．サーブレシーブ戦術 
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 1996 年ワールドグランプリにおけるキューバ，ロシア，ブラジル，中国の戦術分析

4)においては，サーブレシーブは専門のサーブレシーバーを置かず，全員が交代しなが

ら 3 人制あるいは 4 人制の隊形でサーブレシーブしているチームが多かったと報告さ

れている。しかし本研究においては，CHN のように一部のローテーションで 2 人制に

類似した隊形を使用したり，サーブレシーブの補助をする選手を起用する時もあった

が，全体的に見ると，中心になってプレーする選手がリベロを含めて 3 人おり，アタ

ックラインとエンドラインのほぼ中間の位置で横一列になった 3 人制レシーブ隊形を

敷いてサーブレシーブしていた。 

 サーブレシーブ技能について見ると，クイックスパイクができるようなサーブレシ

ーブ回数は，女子チーム全体では，総サーブレシーブ回数 279 回のうち 201 回（72.0％）

であった。この値は橋原ほか 4)が報告しているキューバ 69％，ロシア 66％，ブラジル

77％，中国 69％の平均 71％と大差がなく，本研究ではサーブレシーブ専門選手がプ

レーしている割には返球率の値が低い。ちなみにサーブレシーブを専門の選手で処理

している男子世界トップレベルチームの値は，金ほかの研究によれば，1995 年ワール

ドカップのイタリアが総サーブレシーブ回数 78 回のうち 66 回（85％）6），1997 年ワ

ールドグランドチャンピオンズカップのキューバが総サーブレシーブ回数 138 回のう

ち 111 回（81％）7），そしてブラジルが総サーブレシーブ回数 93 回のうち 79 回（85％）

7）であったと報告している。 

2．コンビネーション攻撃戦術 

 RUS は 2 人のエーススパイカーによるオープン攻撃を中心にして，センタープレー
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ヤーがクイックスパイクやブロード攻撃をする。BRA はバックアタックを打つ選手が

3 人おり，男子の 4 人攻撃に類似したコンビネーション攻撃を行っていた。CHN はブ

ロード攻撃とクイックスパイクを同時に使用するコンビネーション攻撃を多用してい

た。このように女子トップレベルチームのコンビネーション攻撃は，これまでの先行

研究と同様に，それぞれに独自の特徴を持っていた。 

 サーブレシーブからの 1 回目の攻撃が決まった割合（ファーストサイドアウト率）

8)は，女子チーム全体では総攻撃回数 232 回のうち 91 回（39.2％）であり，これは 1996

年ワールドグランプリにおけるファーストサイドアウト率 1463 回のうちの 615 回

（42％）4)の値と大差ない。金ほかが報告している男子世界トップレベルチームのファ

ーストサイドアウト率は総サーブレシーブ回数 309 回のうち 200 回（65％）6，7）であ

り，女子は男子に比べて決定率が低いことがわかる。しかし本研究の分析対象は，世

界トップレベルの実力を持つアタッカーであるから，守備力が攻撃力と拮抗するのは，

攻撃技能が低いと考えるのではなく，これが女子バレーボールの特徴であると考える

方が正しいように思われる。 

3．アタックレシーブ戦術 

 本研究のアタックレシーブに関する戦術プレーは，男子の 4 枚攻撃に対するアタッ

クレシーブ（2003 年ワールドカップにおけるセルビアモンテネグロ男子チームの守備

5），すなわち A クイックに対する守備隊形から，上げられたトスに応じて守備位置を

移動し，パイプ攻撃に対する守備隊形，レフト平行に対する守備隊形あるいはライト

平行に対する守備隊形を敷くアタックレシーブ）とほぼ同様のやり方でプレーしてい
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た。なお女子チームのアタックレシーブ戦術についてはこれまでの研究事例はない。 

 

要 約 

 

 本研究の目的は，2006 年バレーボール女子世界選手権に出場したロシア，ブラジル，

中国チームを分析対象にして，橋原ほかが開発したスカウティングプログラムにより，

世界トップレベルの女子チームが使用している戦術プレーを究明することであった。 

 女子 3 チームともにサーブレシーブは，リベロを含んだ 3 人のサーブレシーブ専門

選手が横一列に隊形を敷いてプレーしていた。アタックレシーブは，大別して，セン

タープレーヤーのクイックやブロード攻撃に対する守備隊形とコートサイドからの平

行トスの攻撃に対する守備隊形の 2 種類の守備隊形を使い分けていた。 

 サーブレシーブとアタックレシーブのこの守備の仕方は，男子バレーで 4 人のアタ

ッカーによるコンビネーション攻撃を仕掛ける時に使用するサーブレシーブ，そして

相手チームの 4 人のコンビネーション攻撃に対応してアタックレシーブする時に使用

するアタックレシーブに類似した守備である。 

 女子チームに共通したコンビネーション攻撃の仕方は見られず，RUS は 2 人のエー

ススパイカーによるオープン攻撃，BRA は男子の 4 人攻撃に類似したコンビネーショ

ン攻撃，CHN はブロード攻撃とクイックスパイクを同時に使用するコンビネーション

攻撃のように各チームが独自のやり方で攻撃をしていた。 
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図 1-1 RUS ローテ 1 のサーブレシーブに関するデータ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 

 
 
 
図 1-2 RUS ローテ 1 のコンビネーション攻撃に関するデータ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 

 
 
 
図 1-3 BRA1 番の速攻に対する RUS のアタックレシーブに関するデータ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 

 
 
 
図 1-4 BRA13 番（エースアタッカー）の攻撃に対する RUS のアタックレシーブに関

するデータ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 

 
 
 
図 2-1 BRA ローテ 2 のサーブレシーブに関するデータ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 

 
 
 
図 2-2 BRA ローテ 6 のコンビネーション攻撃に関するデータ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 

 

 
 
図 2-3 RUS16 番の速攻に対する BRA のアタックレシーブに関するデータ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 

 

 
 
図 2-4 RUS11 番（エースアタッカー）の攻撃に対する BRA のアタックレシーブに関

するデータ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 

 
 
 
図 3-1 CHN ローテ 6 のサーブレシーブに関するデータ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 

 

 
 
図 3-2 CHN ローテ 1 のコンビネーション攻撃に関するデータ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 

 

 
 
図 3-3 BRA9 番の速攻に対する CHN のアタックレシーブに関するデータ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 

 

 
 
図 3-4 BRA12 番の攻撃に対する CHN のアタックレシーブに関するデータ 



The purpose of this study was to investigate the playing system that the 
international-class women’s volleyball teams used.  The game matches of Russian, 
Brazilian, Chinese female players who participated in 2006 Women’s World 
Championships held in Osaka were taken a picture with video.  The playing system for 
service reception, combination attack, block & dig were analyzed with the scouting 
program developed by Hashihara and others (2005).  The playing system for service 
reception and block & dig were similar through top three teams.  But the combination 
attack was different from team to team.  Most of Russian attack were the spiking from 
high set ball by two ace players.  Brazil used often the four-hitter attack that was 
played in men's volleyball game.  China used such a combination that two quick hitters 
approached simultaneously for the different two kinds of quick sets, for example, one for 
quick set and the other for one-leg takeoff set. 
 
Key words : volleyball, tactics, scouting 
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